
（２） 構造計画について、次の①及び②の要点等を具体的に記述し、
③については簡易な図示を行う。なお、要求図面では表せない部

採用した構造種別と、その理由 採用した空調方式と、その理由

試　験　場 受　験　番　号 氏　 　 　名

（１） 建築計画について、次の①～④の要点等を具体的に記述する。
なお、要求図面では表せない部分についても記述する。

各部門へのアプローチ動線について、工夫したこと

建築物の収益性について、工夫したこと

地域の利便性、活性化について、工夫したこと

④ 近隣環境に配慮して、建築物において工夫したこと

分についても記述する。

①

②

耐震計画について、工夫したこと

③

断面

上端筋

下端筋

腹　筋

あばら筋

主筋

帯筋

断面

Ｓ．１／３０２階床梁標準断面及び寸法等

１階柱標準断面及び寸法等 Ｓ．１／３０

（３） 設備計画について、次の①及び②の要点等を具体的に記述する。
なお、要求図面では表せない部分についても記述する。

① ①

②
②

理由等

空調方式

理由

構造種別

設置した

機器

基準階に

設置した

機器

屋上に

設置した

機器

１階に

縮尺は１／３０とする。

③－１ 採用した構造種別において、１階柱の標準断面を図示せよ
（答案用紙１の１階平面図中に選択した柱を○で囲み、下欄断
面には、鉄骨［ある場合のみ］・鉄筋［主筋・帯筋］等を記入し、
構造体の寸法を記入するものとする）。

縮尺は１／３０とする。

③－２
（答案用紙１の断面図中に選択した柱を○で囲み、下欄断面に
は、鉄骨［ある場合のみ］・鉄筋［主筋・あばら筋］等を記入し、構
造体の寸法を記入するものとする）。

採用した構造種別において、２階床梁の標準断面を図示せよ

１階、基準階、及び屋上その他に設置する主な設備機器名（エレ
ベーター、衛生陶器、通常換気扇、照明、弱電設備機器を除く）
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